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１．研究計画の概要 
 
 研究の進展度に関する和語動詞と漢語サ
変動詞（外来語サ変動詞）のアンバランスを
解消するために、新聞などからデータを集め、
漢語サ変動詞（外来語サ変動詞）の意味・用
法を詳細に分析する。 
 
２．研究の進捗状況 
 
 除くことを表すサ変動詞、連れて行くこと
を表すサ変動詞のように、サ変動詞をグルー
プ分けし、それぞれのグループに属するサ変
動詞の意味・用法を詳細に分析してきている。
これまでの分析で、次のようなことが明らか
になった。 
 
（1）「除外（する）」には、ある範囲の中か
ら動かして、ある範囲の外におく「除外（す
る）」、ある範囲の中に入れないで、ある範囲
の外におく「除外（する）」があるが、「排除
（する）」についても同様である。「受け入れ
た以上、排除するのではなく、難民と共生す
る道を探すべきだ（毎日新聞 2003 年 11 月 20
日）の「排除（する）」は、ある範囲の中か
ら動かして、ある範囲の外におく「排除（す
る）」、「改正案は難民をいかに受け入れるか
でなく、いかに水際で排除するかに重点を置
いている（毎日新聞 2003 年 5 月 8日）」の「排
除（する）」は、ある範囲の中に入れないで、
ある範囲の外におく「排除（する）」である。 
 
（2）連れて行くことを表すサ変動詞、つい
て行くことを表すサ変動詞は、（A）連れて行
くことを表すサ変動詞（「引率（する）」など）、

（B）ついて行くことを表すサ変動詞（「随行
（する）」など）、（C）連れて行くこともつい
て行くことも表せるサ変動詞（「同行（する）」
など）に分類される。「帯同（する）」は、従
来の国語辞典の記述（「一緒につれて行くこ
と」）では、（A）連れて行くことを表すサ変
動詞になるが、（C）連れて行くこともついて
行くことも表せるサ変動詞である。「日本国
内では、今度の訪日に大統領が三大自動車メ
ーカーの会長をはじめ、多くの経済人を帯同
してくることに、違和感が出ている（朝日新
聞 1991 年 12 月 21 日）の「帯同（する）」は、
連れて行くことを、「チームに帯同して札幌
から帰阪したものの、練習には参加せず、西
宮市内の病院へ直行（スポーツニッポン 2006
年 6 月 10 日）の「帯同（する）」はついて行
くことを表している。 
 
３．現在までの達成度 
 
②おおむね順調に進展している。 
 
 これまであまり分析されてこなかった漢
語サ変動詞の分析が進み、研究の進展度に関
する和語動詞と漢語サ変動詞のアンバラン
スを着実に解消してきている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
 現在のところ、研究はおおむね順調に進ん
でいるが、今後分析する動詞には、データが
集めにくいものがあるかもしれない。データ
を集めやすい体制を構築し、さらなる研究の
進展をはかる。 
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